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施工要領
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腰壁用

窓壁用

軒天用

高耐食タイプ

自軒天用
スポット型

自立型

竿止め金具
物干し竿
長住協

施工要領

目安重量

屋外用
物掛け金物
フリーアーム

標準ベース
一般的な取付けに使用するベースです。

ロングベース
シャッターや戸袋の上に設置
しても出っ張りを避けてアー
ムを斜め下にできるベースで
す。（HKL-65/85対応）

窓壁用物干　製品比較一覧表

角度変更
物干し時の
窓壁からの
総幅目安W※1

干せる量
(目安重量）

W

※イメージ図です

RK-55型 4段活用（斜め上20°-水平-斜め下20°-斜め下40°）・
アーム垂直下向き 760㎜

30kg（2本1組）

RK-65型 4段活用（斜め上20°-水平-斜め下20°-斜め下40°）・
アーム垂直下向き 860㎜

HK-55型 3段活用（斜め上40°-水平-斜め下40°）・アーム垂直下向き 770㎜
HK-75型 3段活用（斜め上40°-水平-斜め下40°）・アーム垂直下向き 950㎜
HKY-55型 3段活用（斜め上40°-水平-斜め下40°）・アーム垂直下向き 770㎜
HKL-65型 3段活用（斜め上40°-水平-斜め下40°）・アーム垂直下向き 870㎜
HKL-85型 3段活用（斜め上40°-水平-斜め下40°）・アーム垂直下向き 1040㎜
EK-55型 固定 760㎜
※　洗濯物を掛けたハンガー類（幅500㎜の場合）を含めた総幅の目安です。掛けた洗濯物や干し方によっては数値が変化します。
※ 各製品の取付イメージ図の人物は身長155cmの場合です。
価格は別冊の価格表に掲載されております。

窓のそばに設置すれば、室内で洗濯物を整えて、外へサッと掛けるだけです。

室内にいながら物干し可能

2タイプのベーススタイル

P.67

4段階角度調整タイプ

ホスクリーンRK型

P.69

3段階角度調整タイプ

ホスクリーンHK・HKY型

P.71

HK型のロングベースタイプ

ホスクリーンHKL型

P.73

固定アームのローコストタイプ

ホスクリーンEK型
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斜め上（40°） 水平

垂直下向き斜め下（40°）

HK-55 型
窓壁用物干。3段階角度調整が可能。
窓壁用のスタンダードタイプ。

仕様
◆長さ 555㎜
◆3段活用（斜め上使用－水平使用－斜め下使用）+アーム垂直下向き

材質（表面仕上）
本体 アルミダイカスト（塗装仕上）
スペーサー ポリアセタール
金具・ネジ類 ステンレス

詳細→P.96
目安重量
30

555㎜

HK-55-DB

HKY型(横型ベースタイプ）

窓上の取付スペースに上下の余裕がない場合や、
横方向の下地に取付けるための横型ベースです。
ベース形状以外はHK型と同等です。
※HKY型は長住協対応製品ではありません。

90

取付厚みは14㎜

14

10 3015
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10

取付穴寸法

HK型  ケース入数＝10本 ／ 木部取付パーツ付

商品コード 品番 単位 JANコード

000923 　HK-55-LB 本 4971771041324
000922 　HK-55-DB 本 4971771041317
000921 　HK-55-W 本 4971771041331
HKY型 ケース入数＝8本 ／ 木部取付パーツ付

商品コード 品番 単位 JANコード

000926 　HKY-55-LB 本 4971771041393
000927 　HKY-55-DB 本 4971771041386
000925 　HKY-55-W 本 4971771041300
価格は別冊の価格表に掲載されております。

＊可動のため軒天との間に必要な空間

取付高さ1950は
アーム水平時に
身長155㎝の方の
手が届く目安です。

取付ネジ（付属品）

六角コーチスクリュー
（塗装）
φ8×90  2本付属
（平座金あり）

アーム垂直下向きは、ネジによるロックを
解除することで可能です。
詳細→Ｐ.93
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取付穴寸法

W(ホワイト）DB(ダークブロンズ）LB(ライトブロンズ）

※イメージ図です

※  垂直下向きにする方法についてはP.93をご参照
ください。

→P.92

木部取付パーツ付属、その他パーツも用意→P.74

         施工要領ページ→ P.93

取付パーツ別途　　　　
　　  専用竿・竿止め金具を用意→P.91

高耐食仕様も用意。塩害地域などにお勧め→P.86
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ホスクリーン


